







アラン・ポウ（Edgar Allan Poe，1809－49）の『ウイリアム・ウイルソン』（William Wilson，1839）か
ら着想を得た短編『隼の源次』（1924）で、鎌倉長谷大仏の裏に住んでいたことからつけた筆名、大
悌次郎を初めて使用した。次に書かれた『鬼面の老女』（1924）は好評を博し、『地獄太平記』（1965）
まで、40年以上に渡って書き続けられ『鞍馬天狗』シリーズの第一作となった。『鞍馬天狗』は長期
間に渡って小説だけでなく映画化もされ老若男女を惹きつけた。『鞍馬天狗』の魅力は、筋の面白さ
に加えて、鞍馬天狗の思想と登場人物の魅力にあった。時に思想面では戦中、戦後を通じてリベラル
な視点を持ち続けた。また、登場人物ではことに女性が素晴らしく、敵対する者であっても常に読者
を惹きつける魅力がある。主人公の鞍馬天狗は妻子なく、ただ新しい世の中を作ろうと奔走した。そ
の間、新撰組、見廻組などの幕府配下の者と敵対し、必用な時には相手を切り、数々の仲間も死に、
徳川幕府が倒れて新政府ができた。そこで働くように要請されたが、鞍馬天狗は新政府に加わらなか
った。
筆者にとって幕末から明治維新にかけての時代は異文化研究の最も興味深い時期に当たっている。
この小論では時代の移り変わりを鞍馬天狗の目を通して見て、鞍馬天狗の思想を「リベラリズム」に
集約し、登場人物を「女性の魅力」に代表させ述べる。『鞍馬天狗』の理解のために、あえて本文か
らの引用を十分取りたい。なお、『鞍馬天狗』は色々な版で出版されているが、朝日新聞社発行の
『鞍馬天狗』文庫本（1）、全10巻を用いる。
鞍馬天狗の初登場の場面と異名
鞍馬天狗の初登場の場面を紹介する。
京の町を出て山科へ通う街道筋、日没とともにいつもから淋しい道は、この物騒な時世だけに
一際さびれて、往来の人もない。一時雲が切れて晴れると見えたが、こんどはにわかに空が暗く、
両は一段と激しく降り出したのである。（略）
あたりは、人家にも遠く、真夜中のように静かだった。ただ往還の土を打つ雨しい音をたててい
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る。
と、宗房がたったいま辿って来たばかりの方角に、かつかつと異様な物音が起った。やがてそれ
が近づいて来る。正しく馬蹄の音である。
（何者？）
宗房は木蔭の闇からそっとうかがって見た。
音はだんだん近くなる。やがてひときわ烈しく降る雨の中で、一散に走って来る馬の姿が見え
た。よほどの急用と見える。馬上の人は、暗くてはっきり見えぬが、武士らしい。また武士でも
よほど馬術に名誉の人と見える。よくいう鞍上に人なく云々の形容詞がそのままあてはまりそう
な見事な乗り振りである。
宗房はうっとりと見とれていた。馬は矢のように走って、いま直ぐ傍まで来たと見る間に、行
く手の森蔭に隠れた。後は雨の間に句読を打って、先刻のように馬蹄の音が聞こえるばかり、や
がてそれも遠くなった。（略）
どこかで馬のいななく声がした。あたりがしんとしている山間の遺なので、いかにもはっきり
聞えた。
（おや、このへんに人家があったかしら）
と、思いながら直ぐ先刻の騎馬武士のことを思い出した。けれど、あれほど急いでいたのがこ
の山の中で馬を止めているとは考えられない。
不思議に思いながら、深い竹薮の間を歩いていると、思いがけなく真黒な人影が目の前に飛び出
して来た。しかも二人である。
「待て！」
突然こう言った。宗房はむっとした。無礼千万な。突然行く手に飛び出して道に立ちふさがる
だけでも礼をわきまえぬ所業なのに、「待て」とは何事であろう。おそらく夜盗に相違ない。世
の乱れたのをいい幸いに、良民を苦しめようとする奴！　この雨天と泥棒に立ち廻りは幸いが、
出様によっては目に物見せてくれよう。
宗房は知らぬ顔で、通り抜けようとした。
「待て！」
「待てと申すに聞えぬか！」
相手は刀の柄に手をかけた。面白い。
「待てとは、用か？」
「いずれから、いずれへまいる！それを言え」
「いずれからいずれへ行こうが、拙者の勝手じゃ、お主らの知ったことではない」
「いざこざ申すと、生命はないぞ」
「はて不思議な言い分だ。通行の者に向っていずれに行くと聞こうとも、お主らが役人なら当然
なことと思うが、生命を取るなどとは役人でも言わぬこと、それを申すは、賊に相違あるまい」
このとき、また意外、側の竹薮から別の一人が現れて出たのである。
「部下の者の無礼はお許しくだきれい。我らいささか子細あって、ここに勝手に関所を設け、こ
の夜中の街道を通るご仁には、一通り行く先と氏名を尋ねることに致した。ごめんどうでもあろ
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うがご返事願いたい」
この男は黒い頭巾に顔をつつんでいるが堂々たる偉丈夫で、相当の礼儀を知っていることは直
ぐわかった。それに馬乗袴を着けているのから考えると、先刻の騎士に相違ない。宗房も、これ
だけ礼を正して話しかけられると、こちらも同じ態度で答えざるを得なかった。
「それは、なんのためかは知らぬが近ごろご苦労千万のことだ。しかし、それだけの好意を当方
にお求めに相成るうえは、まず、其許からお名乗りあってはいかがでござろう」
「失礼ながら子細あってそれはお明かし致しがたい」
「然らば拙者もお断り申す」
「うむ」
男はきっとなった。
「おいやとあらば、刀にかけてお訊き申す」
「刀にかけてのご挨拶なら拙者も刀でご応対申そう」
「すりゃ、どうあっても」
「くどい」
男は覚悟をきめたと見えて、急に一足さがって、部下の者に「それ！」と合図した。待ちかま
えていたかのように、三本の白刃が宗房めがけて斬り込んできた。
刀を抜く暇もない。またよしんば暇はあっても、鶏を裂くになんぞ牛刀を用いんや。宗房はみ
ごと体をかわして、敵に空を斬らせた。
南無三！と刀を返して、拝み打ちに来る手もとへ躍り込んできっそくの当身。
「ご免」
頭目と見えた男が言葉とともに抜打ちに切り込んで来た刀は目にも止まらなかった。が、さす
が宗房練磨の腕前、一足飛びさがって、続く敵の二の太刀を、剰那に抜いた自分の刀で、ちゃり
んと受け止めた。じりじりと両方が詰め寄って鍔際で競り合ったが、気合を計って再びさっと飛
び分れる。相正眼に構えて、じっと睨み合った。雲はいつか切れて、雨に洗われて明るい月の光
が、殺気を含んだ二人の横顔を蒼白く照らした。
やや、しばし、男が急に叫んだ。
「待たれい！」
太刀を下げた。
「失礼ながら見上げた腕前、感じ入った」
「なにゆえ太刀をおろしめされた？」
「畢克これ以上争うを無益と存じたからだ。其許が拙者らが待ち伏せる敵でないことはその腕前
で知れた」
「なんと」
「いやさ、いまこそお話申す。拙者らが今宵ここに関を構えたのは、京都のさる方より江戸へま
いる密使をひっ捕えるためじゃ。密使に立った者の素姓はおおかたわかっている。其許のように
剣を使う者はいまのところ敵方におらぬはずだ」
「ふむ、では、ここはこのまま通ってよろしいと言わるるか？」
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「いかにもと申すより、拙者よりの失礼をお詫び申す。ただこの上無礼を重ねるようじゃが、お
差し支えなくば、時局に対して其許が佐幕党かまた東方か、とれをうけたまわりたい‥・・・・」
「申すまでもない。拙者は父祖代々、天下は天子の天下と心得ている」
「嬉しや。其許のごとき剣士がお味方にあろうとは、鞍馬天狗不明にして今日まで知らなんだ！」
「なに、鞍馬天狗とは？」
「拙者の異名でござる。本名はしばらくお預けおき願いたい。して其許は？」
「小野宗房！」
「なに、小野宗房殿とな？」
「いかにも」
「不思議な言いようでござるが、その名こそ拙者には最も尊敬する人物とまた最も嫌悪する人物
を同時に思い起させるものじゃ。して失礼ながら貴殿の父上の名は？」
「小野宗春と申す」
「ううむ」
鞍馬天狗と名乗る奇怪な人物は、こみ上げて来る感慨にしばらくは口もきき得ぬように見えた
が、なにを思ってか刀を鞘におさめ、頭巾を脱いで、宗房の傍に近寄って来た。年齢は四十にな
るまいと思われる、男盛りの、鼻秀で眉濃く眼光桐々たる立派な男振りである。
『鞍馬天狗』第1巻「鬼面の女」頁18～24
と年齢は四十歳前の男盛りで、鼻秀で眉濃く眼光桐々たる立派な男振りで登場する。『鞍馬天狗』
は40年の長きに渡って書き続けられたが信条の変化はないが、歳は初登場の場面よりも若返っている。
次に、鞍馬天狗の正体を近藤勇と土方歳三が詮索する場面を引用する。
「ところで、此奴の名は？」
「鞍馬天狗と名乗っているそうでござる」
「鞍馬天狗！しかし、それはもとより異名でござろう？本名はおわかりないか？」
「残念ながらわかり申さぬ……ただ、天誅組の残党だということだけは確実でござる」
土方は、こう言ってから鞍馬天狗の人相書を手に入れた次第を物語った。
天謙組とは、王威振わず公卿暗弱、好悪なる幕史の国政を私にするを憤慨悲憤して士気を鼓舞
し内国の貯邪を一掃せんために、備前の藩士藤本鉄石を中心に、有志の勤王の志士が集まって組
織した義軍である。一同は侍従中山息光を奉じ、文久三年八月十七日大和五条の代官鈴木源内を
襲いその庁を焚いて門出の血祭とした。一時は千人の義兵を擁して倒幕の旗の赴くところ和歌山、
彦根、郡山の諸藩の兵を迎えて戦えば必ず勝った。しかるにその後南風競わず、十津川の郷兵が
背いたために天ノ辻の一戦に悲壮なる敗北を遂げて全滅したのであった。（略）
そこで、土方がその鞍馬天狗という男の似顔を佐吉に書かしたところが、不細工ながら特徴を
よくつかんで書いた。それが、この人相書だということである。
始終を聞いて、近藤が腕こまぬいて思案顔。
「なるほど。そういうことなら、鞍馬天狗と名乗る曲者、天諦観の残党に相違あるまい……し
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かしながら、その本名は？」
近藤と土方が額を集めて数え上げる天誅組の猛者の一々、鞍馬天狗果たしてそのいずれか？（略）
こうなると五里霧中、いくら二人して首をひねったところで所詮無駄な努力に過ぎない。
近藤勇は、投げ出したように、吠笑して言った。
「は、は、くだらぬ詮議じゃ。要らぬこと。誰が鞍馬天狗であろうともよい。江戸へ下ったこと
がわかったのみでも上乗じゃ。新選組の恥は見事雪いでみせよう」
と自信ありげな物の言い振り。百里の山河を隔てて、近藤勇、いかなる手段を用いてか、鞍馬
天狗に報復せんとする？　　　　　　　　　　　『鞍馬天狗』第1巻「鬼面の女」頁258～261
と敵側の近藤勇と土方歳三が述べる。さらに鞍馬天狗の味方である西郷吉之助（隆盛）より小野宗
房への書簡に、
「御承知の通り鞍馬天狗氏は大和五条の義挙の際にも死去致せしことに相成居候人物にて、その
後も朝廷に対し比類なき働きを示して居候ことは、愚生より大兄御承知の如くに有之候を以て、
今般も前例の如く予期せざる時に忽然と出現して倒幕軍の先頭に立たるるものと確信致居候」
『鞍馬天狗』第2巻「御用盗異聞」頁80
とあるので、大彿次郎は鞍馬天狗の出自を天諌組の生き残りであることを暗に示している。鞍馬天
狗いう名前自体異名であるが、この他に異名を二つ用いている。まず倉田典膳という名前が最初に出
てくる場面を引用する。
宗房は鞍馬天狗を改めて紹介する必要に迫られた。
「御心配はない。この御仁は某の朋友鞍……」
名に詰ったのを、鞍馬天狗が直ぐ後を引き取って言った。
「倉田典……膳」と申す。 『鞍馬天狗』第1巻「鬼面の女」頁61
少年には忘れられない杉作の登場する「角兵衛獅子」の中に、末寺での鞍馬天狗と近藤勇の対決の
場面がある。下記の引用は鞍馬天狗が新撰組の密使原木十蔵の代わりに大阪城に乗り込み、勤皇の志
士の手配書を見る場面である。
城代は、鞍馬天狗が無言でいるのを、調査がよく出来ているのに驚いた証拠と見て、ほくほく
しながら、
「これだけ調べ上げるには実に多額の金と人員を用いた。しかし、これさえあれば……の自信
が持てるだけのものを、どうやら作ったよ。これからこの副本をたくさん作って、それぞれの向
きへ廻す予定でおる。その上で奴等を一網打尽に退治するのだ」
この憎々しい言葉を聞きながら、鞍馬天狗はちょうどいろは順に並べてある人別帳の「く」の
部をひろげて、自分の名を見つけたところでした。
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そこには、
鞍馬天狗、
本名判明せず。倉田典膳と名乗りおることあり。
身長五尺五寸ぐらい。中肉にして自智、鼻筋とおり、目もと清し。一時洛南の松月院に潜伏
しいたることあるも、その後の行衛不明。
不達の徒中の元凶なり。
剣道は一刀流皆伝。孝寧悪。標梓。
と書いてあるのを読んで、ふうむと腹の中で笑い出しました。調査の完全を得意顔でいる相手
が、いま人別帳を見ている男こそその「樺悪標梓」な鞍馬天狗その人と知ったならば、どんなに
驚いて狼狽することかと、ふと考えたのです。
鞍馬天狗は、自分の名前の上に黒い丸がつけてあるのに気がついて、ためしに他の名前のとこ
ろを見てみますと、他の人の名前の上には三角がつけてあるのもあれば、ただの白い丸がつけて
あるのもあって、黒い丸はたまにしかないのです。
「これは？」
と聞いてみました。
ところが城代の返事はこうでした。
「もちろん、見つかり次第吟味なく殺してよい、元凶のしるしだ。私はこの一味を倒すために、
特に腕利きの決死隊を選んで専ら追及に当らせるよう、こんご伊賀殿と篤と談合したいと考えて
いるのじゃ」
「御周到なる御用意、ただただ驚くばかりにござりまする」
鞍馬天狗の返事はすずしいものです。　　　　　『鞍馬天狗』第4巻「角兵衛獅子」頁119～120
次に維新後に海野雄吉と異名を変えた場面を引用する。
橋の上から覗いてみると、客は珍しく武士が、たったひとりで、そのひとは、舟べりに肱をも
たれて、静かに外を眺めている。
「あ！」
と、小吉は小さく声を立ててから、急に橋の欄干から身を乗り出した。
「旦那さん……」
舟の上の武士も顔を上げた。舟は、橋をくぐろうとして櫓の手をゆるめたところである。
「おお」
と、武士は、中高の特徴のある顔を動かして、微笑した。
「そんなところで何をしておる？」
「旦那こそ、おひとりで、どちらへ、おいでになります？」
武士は、小吉には海野という名字で記憶されていたが、鞍馬天狗であった。（略）
と、答えながら、ちらとためらったように見えたが、小吉は欄干から離れた。鞍馬天狗を乗せた
舟がそのまま橋をくぐって出たとき、江戸の女らしい小股の切れ上がった様子で、その石段を降
りて来るところであった。
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『鞍馬天狗』第6巻「雁のたより」頁10～11
「海道記」中に、秋葉の金兵衛という者が鞍馬天狗の名前が入用なければ譲ってくれと掛け合う場
面がある。その箇所にも海野雄吉の名前が出てくる。
「少し変な話ですが、こちらは本気でございます。旦那さまは、ひところ、京で、鞍馬天狗と名
乗っておいでた方でございますね」
ちょっと驚いたが、
「ははあ、そんなこともあった。だが、つまらぬことさ。それが、どうしたのだ」
「それで、ただいまは、海野雄書さまと名乗っていらっしゃる……」
『鞍馬天狗』第10巻「海道記」頁229
大備次郎は鞍馬天狗の異名を維新前は倉田典膳、維新後には海野雄吉と変えている。この点は次章
で述べる。
リベラリズム
『鞍馬天狗』は映画化され、ちゃんばら映画の代名詞のように言われておりますが、やむをえない
時に人を切った。川西正秋は鞍馬天狗が切った人を作品中から数えている。
鞍馬天狗が斬った総数は181人、そのうち斬り殺したのは125人、止めを刺さなかったのは二人、
峰打ちは50人、右腕を斬りおとしたのは一人、傷を負わせたのは三人、短筒で殺したのは七人、
短筒で傷を負わせたのは三人、切腹をさせたのは一人であった。（2）
だが、鞍馬天狗は人を切りたくて切ったのではないことを断言できる。下記引用からその気持ちが
分かる。
宗房はいかにも乱世とはいえあまりに血腹い事件が続くので、やや不快な気がしたので、別に
なにも訊かずに無言でいた。宗房のこの気拝は鞍馬天狗にもわかったとみえる。
「いや、勤王という名で蔽うていても、人を斬るのはいやな気拝のものだ。早くどんな名のもと
にも殺傷沙汰を行うことの出来ない時世が来ればよい。某などは努めてそれを避けてはいるが、
今夜のように降りかかる火の子を避けるためには仕方のない場合がある」
『鞍馬天狗』第1巻「鬼面の女」頁96
鞍馬天狗と松平主税之介が果し合いをする時に鞍馬天狗は柳橋の芸者粂次から刀を贈られ、粂次に
次の様に礼を言う。
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やがて、さんざん外に立ってたんのうするまで泣いて来たものらしい。粂次は涙の痕を拭って
華やかに微笑みながら、なにか抱えて出て来た。
「ほんの心持ばかり」
とめきこもる袖に大事に抱いて、見事な大小を。
「おお！」
その意外に日をみはった。
「お勝ちなさいまし、決して……お負けになってはいけません……たかが芸者風情、目も立
ちません、力も及びませんけれど、この刀には粂次の命がこもっております」
「勝とうとも。ただありがたくお受けする」
と、押し頂いたが、朗らかに笑って、
「二人力じゃ！」
「嬉しゅうございます」
粂次は声を慣わせた。
鞍馬天狗はさらに言葉をついだ。
「拙者とて徳川氏を理由なく憎んではおらぬ。幕府を倒そうとしたのも、つまるところは、日本
の国日本の人のため、一天万乗の君の御世を作ろうためじゃ。この江戸とても日本の内、江戸の
人間じゃとて日本の国民じゃ。むげに憎んだり呪ったりしてよいものでない。鞍馬天狗、この刀
に掛けて誓おう。国のため、日本のためという理由なくて、この刀に血ぬること、必ずすまい！」
『鞍馬天狗』第2巻「御用盗異聞」頁241～242
と「国のため、日本のためという理由なくて、この刀に血ぬること、必ずすまい！」と理由なき殺
生はしないと誓っている。又、主義もなく主張もなく、人の命をうばおうとする山嶽党に対して、万
民の敵といっている。
町方、新選組、見廻組などの幕府配下の者を敵にしているばかりではなかったのです。山嶽
党！山嶽党とは何者の結社でしょう。曲ったこと、自分の良心を裏切ることの大嫌いな鞍馬天狗
は、この奇怪な団体からまたねらわれることになったのです。
（自分たちの仲間にはいるか、しからずんば、死を）
こういう脅迫を受けているのです。
この奇怪な団体にくらべて見れば、徳川三百年の恩義を思い、くずれようとして行く幕府のた
めに必死に働いている新選組や見廻組は、まだしも敵ながら愛すべきものがあります。それでな
くて、主義もなく主張もなく、人の命をうばおうとする山嶽党は、敵味方の陣営を区別すること
なしに、広く万民の敵といわなければなりません。　　『鞍馬天狗』第5巻「山獄党奇談」頁38
命を無闇にとることに加えて革命の戦士鞍馬天狗が嫌悪することは、この時期に外国からお金を借
りることであった。
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「ほかでもござらぬ。おろしゃ（3）より五百万両借り受けのこと、きっぱり思い止まりが願いたい」
「薩摩のためにか？」
主税之介、氷より冷やかな姿。その一語が、最も烈しく打撃を与えたのは誰であろう。風にも
耐えずたおやかな粂次の胸だった。
「え、え？」
と、思わず叫んで、柳の腰を落す。
そのとき、鞍馬天狗、きっぱりと答えた。
「いや、日本国のためじゃ」
「…………」
「拙者は薩摩の家来ではない。また、徳川に代って島津が天下を取ることを望むのではない。い
や、むしろ、そのようなことがあれば、幕府に向けた剣をひるがえして、一死、島津を討つ者だ」
「…………」
「ただ天下を天子の所有と心得る。二千年の歴史が、また父祖代々享けた血が、この胸にかく語
るのみじゃ」
「…………」
「かかるがゆえに、日本国の尺寸の土地、一木一草も私の物でない。人もじゃ、将軍も橋の下の
乞食もひとしく大君の民、天子の御日に、すべては平等だ。江戸もない、京都もない、薩長もな
い」
「しからば、なにがゆえに薩長を重く用いて江戸を落そうとせらるる？」
「時の勢いじゃ。波の起伏じゃ。霜に枯れた草は、新たに芽ぐむ若草のために一度は焼かれねば
ならぬ」
「その犠牲をいたましいとは思わぬか？」
「日本の武士はその情を知る。ただ時の力は進むに当って盲目じゃ。踏み止まるところを知らず、
ひたすらに突き進む。そのために血は流れる。必要以上の犠牲も出る。しかし、それはやむを得
ない。真実、その盲目な力を除いて、革命を遂げる途はないからじゃ。ただ、革命の功労者がそ
の火を放った者ばかりでないこと、焼かれた者も等しく手柄のあることは、真の武士は必ず知っ
ていよう。古い勢力と新しい勢力と並び立つとき、戦いは免れ得ぬ。いや、この戦いあって初め
て革命が成る。幕府のために戦うなら堂々と幕府の力をもって戦え、外国の力を借りるのは卑怯
未練というより、この日本の国のためにならぬ。内争によって外侮を招くのだ。それでなくとも
虎視眈々と領土侵略を計るおろしゃ、金を貸したをよい口実に、いかな難題を持ち出すかも知れ
ぬ。軍用金を借り受けて勝つのは幕府ではない。貸したおろしゃだ。敗けるのは幕府だ。日本の
国だ！」
舌端、火を吐く鞍馬天狗の熱弁に、なんとなく心動かされた粂次、それとなく主税之介の顔色
をうかがえば、ちょうど顔を歪めて笑ったところだった。
『鞍馬天狗』第2巻「御用盗異聞」頁210～211
次の引用で大備次郎は桂小五郎の口を借り維新という革命の正当性を述べる。
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「長音が動いているのは、表面にはいろいろのことがあろうが、もっと大きな動機が根本になっ
ていると思う。ただの野心とはちがう。なんと言おうか。いわば、この時世を動かしている大き
な力が、晴々裡に働いて、今日のことになったのだと思う。人間のことではない。人間の野心な
どで、何ができるものでもない」
と、桂は言った。
「しかし、どの人間の心にも、ある変化を望む心持が動くようになったとする。原因はどうでも
いい。それが時代の特徴となるほどの、大きな動揺が人の心に動くとする」（略）
「公儀が退かない限りは、そうだ。道をひろげるのだ。邪魔になるものは除かなければならん。
もっと、楽に息ができるようにするのだ。天下の人心がそれを望んでいる。公儀は万民のその希
望を踏みにじって、圧迫することだけを考えている。喉を締めることだけを考えている。これな
ら誰だって必死で反抗する。長藩のことでもそれだ。面目だけが問題なのではない。いま、公儀
と戦ったところで勝味のないことは誰だって知っている。ことに、孤独無援で軍を動かして上洛
して来たところで何ができるか。それを知っていて、必死の戦いを挑むとすれば、これは何故だ。
野心ではない。敗れるのも覚悟、死ぬるのも覚悟なのだ。ただ身をもって前衛となって倒れて、
範を天下に示すだけの決心なのだ。利口な人間ならば決してそんな真似はしない。長州の人間は
田舎者で馬鹿者ぞろいだから、それをやって見せる。私などはそれだけの犠牲を無益だと思う卑
怯な利口者の一人だから、なるべくならば公儀の反省を求めて平和のうちに、局面を展開させよ
うと志してきた。それが、天下のためでもあり公儀のためにもなると信じていたからだ。無益に
血も流さず町も焼かずにそうしたいと思ったのだ。もう手おくれだったかも知れぬ。一人でも幕
府の要路に賢い人間がいたら、戦火を見ずにすむはずであった」
『鞍馬天狗』第7巻「天狗廻状」頁286～287
鞍馬天狗は天下は天子（天皇）の所有に返すことが正当であると信じているが、内裏の世界に対し
ても批判の日を向けている。
「打ち切る？」
と、叫んで、若々しく顔を染めました。
「いつものことだ。幕府側がやったことだと自白するようなものではないか？」
「私は、今度のことについては、確かなことは、まだ何もつかんでおりませぬ。まったく五里霧
中でおりますが、幕府側の何者かがやったこととのみ単純には考えられぬような心持がします。
さぐればさぐるほど、いつもの敵の謀略とは別の事情が隠れているように思われます」
「それは、どんなところです？」
「それを、はっきりと申し上げられるまでに来ておりませぬ。だが、たとえば高倉三位の進退に
も、また、事件の後に遺族の方々が示した態度にも、簡単に承知できないものが、ひそんでおる
ようです。そのために、一層、真実がつかみにくい。第一、手前などがお話をうけたまわりたく
ともなかなか近寄りにくいのです。どこへ行っても秘密のにおいがする。時に我慢なりがたくな
ります。誰のためにしているのだと腹も立って、まったく、ひきさがりたくなります。そこで幕
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府が手をひきそうな様子だと聞くと、その理由がわかるような気もします。実は、私も、誰に頼
まれたのでもない。やめて、知らぬ顔をしたいのです」
「どういう点だろう」
「ご身分でしょうな」
「身分？」
「つまり、生まれながらに他の人間とは違うのだ、という考え方が、どなたの頭にもしみ込んで
いる。そこで、その心持を他人にも押し付けるためには、隠しておおきになりたいことが多過ぎ
るのだ」
鞍馬天狗は、はっきりと、ここまで言ってしまうと、透明に笑って、万里小路敦房と向かい合
って立ちました。
「そうではありませんか？清涼寺中納言は毒を盛られて、なくなったのを、今もまだ、病気でな
くなっただけのことになっている。毒を盛られた場所も隠してある。毒は御所で盛られた。何者
がどうやって、進めたものか？素浪人のわれわれには、さぐり出す手段がありません。どんなこ
とも、全部、厚い壁の向こうで起っていることだ」
「しかし、幕府方の密謀から起ったことだったら？」
「全部が、幕府方で運ばれたことでしたら、所司代、町奉行が手をひいてしまうことはありませ
ん。明らかにこの事件には武士の力が加わっている。しかし、そうばかりではなく、別の力も入
っています」
「それは、どういうことだ？」
「あなた方の間に何かございませんか？つまり御所の中に？」
万里小路敦房は、とがめるように目を鋭く、鞍馬天狗を見ました。
「そんなことを、うかっに言ってはならぬ」
鞍馬天狗は、にっこりした。 『鞍馬天狗』第8巻「女郎蜘蛛」頁222～223
さらに鞍馬天狗は、権力に日和見主義の公卿と勤王の志士の違いを、白石兄弟を例にあげて語って
いる。
「私も、あの人たちの内幕のことは、よく見て知っているが……日和見の態度の者が大部分だ」
「っまり武力が備わっていないからだろう。文句だけは、ひととおり述べるが、兵力を背後に持
っている守護職が一喝すれば一議もなく縮み上がる。位階ばかり高くても、今日のような時世に
はなんの役にも立たぬ奴さ。それのみか、悪いのは女の腐ったような料簡で、人に気に入られた
いばかりに、勢いのさかんなところに追随する。今日ではせいぜい守護職、所司代に忠義振りを
示して、なんとかして幕府側から認められるようにしないと、一身の安全が危ぶまれるのだ。
朝に平氏、夕に源氏で、節操もなにもあったものじゃない。あの屋敷で見かけた公卿というのも、
どうせそんな奴の一人で、幕府側だといえば、相手を選ばずに色目を使いに通っている手合なの
だろう」
「うむ。困った者だ！」
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「一番軽蔑してよい存在さ。そんな奴らは、無視していてよい。これで、もう一度われわれが勢
いを盛り返したら、すぐに豹変して付いて来る、見え透いたことさ。そればかりか、自分たちの
命を投げ出して事に当った者は死んで、そんな人間だけが後に残ることになるか？そんな気が
しないでもない。良い奴は、どんどん倒されて行くばかりじゃないか？考えると暗い。やむを
えないと言ってしまえばそれきりだが……頼るに足る人間ほど早く死ぬようだな。しかし、な
にもかもこれからだ。父親が倒されたら子供が、兄が倒れたら弟が後を継いで起つ。君がさっき
話した白石の弟の場合が、志士の典型だろう」　　　『鞍馬天狗』第9巻「地獄の門」頁57～58
革命の戦士は革命が終わると同時に使命は終わるという信条が鞍馬天狗にはある。
断っておくが、俺は官軍だぞ。なにも役はついていない。浪人者だったし、もともと乱世のた
めの人間で、官軍の勝利と決まったかぎりはもうそれで自分の目的は達したのだし、ほかの人間
のようになにかにありつきたいと焦慮るような気拝は、薬にしたくもない。
これは総督府の参謀たち、なかんずく西郷吉之助などが死生を契った永い交際で、よく知って
いる鞍馬天狗の心中である。
「なにか、役についてくれるか」
と、相談があったとき、一言、明白に彼は答えた。
「遊軍だ。例によって」
彼を知っている参謀たちが、その言い分を愉快がって、どっと笑ったのである。
「遊軍か。正に然りだ。これは、うまいことを言った」
「鞍馬天狗、節を持すか。なるほど。貴公は、終始一貫して遊軍だったのう、いや、古い、ずい
ぶんと古い」
西郷は、言葉すくなく言った。
「この仁でごわす」
かえって、鞍馬天狗が極り悪く感じたくらいのものである。
「そんな大げさのものじゃない。こいつは、人間の性分だ。着流しの恰好が一番似合うん
で……」　　　　　　　　　　　　　　　　　　『鞍馬天狗』第10巻「江戸の夕映」頁174
維新になった時、その気になれば新政府の役人にもなれたのに、鞍馬天狗は名も海野雄吉と改め、
鞍馬天狗の言う「遊軍」すなわち傍観者として新政府を見ている。大彿次郎は革命が終わり鞍馬天狗
の使命が無くなったことを「海野雄吉」の新しい異名に象徴させている。
「私の立場は、いまの政府と反対ですよ。あるいは、いつの時代が来ても、権力を振っているも
のに反対するのが自分の選んだ立場と申したらよいのかも知れぬ。……」
『鞍馬天狗』第10巻「海道記」頁238
この立場は鞍馬天狗の真の姿といえる。昨日の狂人じみた撰夷論者が、きょうは、けろりとして開
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化論者になっている様子は、戦後の混乱と二重写しになりアイロニーを感じる。大備次郎は鞍馬天狗
の目を通して読者の時代をみる目を養ったのかもしれない。それは戦後も『鞍馬天狗』が書き続けら
れ、読者に受け入れられたことにより証明される。
魅力ある女性
『鞍馬天狗』には、杉作を始めとして様々な人物が登場する。これも年齢層の厚い読者が居た理由
の一つであろう。ここでは敵、味方にとらわれずに魅力ある女性を『鞍馬天狗』全10巻より選んで述
べる。
白菊姫－小野宗房の従姉妹にあたる。父の陰謀の露見を恐れ、自菊姫の屋敷で使っている老女を
半弓で射殺すような気丈な面もある。
父宗春の奥津城の在るあたりには、その声さえも訪れて来ない。空も土も森閑とした境に、宗
房は身をひれ伏して、父の冥福を祈願した。（略）
「姫君さま、そこは苔で、おあぶのうございます」
何人か、墓参に来た者があると見える。落晩した自分のみじめな姿を、父宗春の墓前で人の目
にさらすのは本意でない。宗房はこれを機会に立ち去ることとした。
人声は、宗房の降って行く坂道の直ぐ下に卯の花の咲きみだれるあたりにしていた。まさしく
女の声である。姿は見えぬが、その声の朗らかに澄んだ快さ、宗房は、さすがに我知らず若い血
の湧くのを覚えた。
一歩、二歩、たちまち声の主は、宗房の目の前に姿を現したのである。宗房は石に化したように
足を止めた。
なんという美しさ。卯の花の精が現れたのではないか？　いや、その卯の花さえ、この美しい
女性の出現に羞じて、花冠を垂れたのである。
女は二人連れであった。一人は侍女に違いない。墓参と見えて手に花を持って前に立つ。宗房
が石像に化したように見入った美の精はこれでない、坂道を侍女の後から楚々と足を運んで来た
主の姫である。
晩春の日ざしを受けて和やかに明るむ若葉の木下道、二八ばかり、にくいまでに白い女、顔は
思いもうけず上から降りて来る人影を見て軽い驚きを示した。見開いた黒い目、その上に引いた
屑の遠山霞。やがて開こうとする紅梅の菅を思わせる栄辱、険しい段を昇って来たゆえか、また
成熟して行く肉体のおのずからさせることか、優しく汗ばんで上気した顔。
しかも、並ならば甘い果物のように男の欲情をそそるに止まるであろう顔だちが、端麗という
名のふさわしいまでに、近寄りがたい気品をそなえているのは、あながち女の着た古風に雅びな
装束のせいばかりではあるまい。
思わずうっとりと我を忘れていた宗房、直ぐ傍の枝から急に飛び立った鳥の羽音に、はっと我
に復った……。その間に女の姿は坂の上の茂みに隠れた。
『鞍馬天狗』第1巻「鬼面の女」頁26～28
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夜桜のお辰－夜桜のお辰と隼の三吉は江戸騒がしの仲間となって鞍馬天狗一行と江戸に向かう。
えいじゃないか、えいじゃないか！
二人は呆れたように、その狂人のような行列を眺めていた。
「いったい、どういうのです？」
宗房はこれも傍に立って行列を眺めていた女に尋ねた。女は面長の小股の切れ上がった、いか
にも其者らしい美人であったが、どこか大きい店家の女房と見えて、番頭らしいきりっとした若
者を供に連れていた。
「あら、この騒ぎを御存じないのでございますか？　この夏ごろから天から御礼が降るんです。
御礼の落ちた家にはきっと芽出虔いことがあるというので、ああやってお祝いをしているのですわ」
京に珍しい、はっきりした江戸弁だった。話しながら微笑んだ顔が、いかにも美しい。年齢は三
十を出まい。年齢よりもぐっと渋く作っている服装が、にくいまでに似合っていた。
「三吉や、そろそろ行こうね」
「へい」
女は、日傘をひろげて歩き出した。
「美人だな！」
鞍馬天狗は、女の後を見送りながら、讃嘆した。
「素姓はなんだろう」
宗房もその讃嘆に加わった。
「わからん。あれがひとりで歩いているのに逢ったら歌沢か長唄の師匠と見えるが、供があるか
らな」
「それでは、もとそうだったのが、いまはある大店の隠居の妾となっているとでも定めるか？」
「ふむ、そのへんだ。しかし、そのご隠居もよほど苦労人とみえるね。普通の年寄りの色恋だっ
たら、あんな苦い男前のいい供は危険と考えるに違いない」
宗房は、鞍馬天狗の行き届き過ぎた観察を聞いて思わず失笑した。
えいじゃないか、えいじゃないかの群は、新手を加えてますますもの狂おしいように踊ってい
る。一隊が去るとまた一隊が現れるといったありさまである。酒の力をかりて、女たちに妙な素
振りをして見せる巫山気た男もあった、若い女たちは、きゃあきゃあいいながら行列の中を逃げ
まわっていた。
そういう男の一人がいまの美人が歩いて行くのを見て、ふらふらした足で傍へ行って急にその
袖を取った。
「おふざけでないよ」
女は、きっと眉をあげて袖を引いた。男はよろける拍子に女のからだにぶつかったのを幸いに
腕をひろげてしがみつこうとした。女はその腕の下をくぐって、小走りに逃れた。その剃那、裳
裾がはだけて白い膚肌がこぼれた。
「あっ！」
宗房は危うく叫ぶところを辛くも喉でその声を止めた。
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鞍馬天狗は気づかなかったらしいが、女のすんなりした美しい足の膝より少し上に、なにか
疎音がしてあったではないか？
場所が場所である。宗房はさすがにその発見を鞍馬天狗に語るのをはばかった。
もとより踊り狂っている人々の目には、これがはいらなかったと見える。
『鞍馬天狗』第1巻「鬼面の女」頁194～196
源氏絵のお芳－御家人並木大次郎の女房、鞍馬天狗が死体を大川に捨てるところを見られる。
畳んで、手でひねくりながら、考えて往来へ出る道を探しに歩き出した途端。
「ちょっと……」
と、はっきり呼び止めた者がある。
さすが、物に動ぜぬ鞍馬天狗が、不意を衝かれて、はっとして、そのまま見返りもせず顔をそ
むけて駆け抜けようとした。が、ほとんど衝動的なこの動作は、出端で見ン事くじかれた。
「心配はないのさ」
同じ声の主が、敵意のないことを示して、鞍馬天狗の前へすっと出て来たのである。
その声音を、艶かしい女の声に聞いて驚いた鞍馬天狗は、石に化したように立ちすくんで、そ
の声の主の、夜目にも美しい姿に目を陛った。声の主は、あかつきにはどない一際暗い夜の閥に、
一もと桜の花の精の浮び出たように、ぱっと日のさめるような美しい姿。あまりの意外に、鞍馬
天狗ほどの猛者が、しばらくは言葉を奪われた形。無理もない、女は、御守殿姿、過日瀕死の自
分の頚に冷たくと首の刃をあてた酒井の妾お龍の薦たけた姿を、悪夢の如く思い起させたので
あった。
「やッ！」
鞍馬天狗は、思わず叫んだ。
しかし、その声を受けて、優しく微笑した白い顔は、お龍の顔ではなかった。同じく花のよう
に美しい姿ながら、お龍に黄昏の庭の幽暗に咲く百合の寂しき気品ありとすれば、この女には、
日ざかりに狂い咲く牡丹の眩ゆいばかりの絢欄さがある。
鞍馬天狗が目を陛って棒のように立っていると、女はたまらなくおかしくなったようにくっと
笑って、
「そんなにびっくりすることアありませんよ」
言葉は、顔と服装に似ず、ひどく下品で、伝法にまるでたたきつけるようにいう。しかし明る
い歯切れのいい発音だった。（略）
「ほ、ほ……」
女は玉虫色に塗った唇を手の甲で隠して、艶に笑った。
「だが、姐さんは……？」
「知らないのかい？」
「うむ」
「聞かしてあげよう。おこりが落ちる。源氏絵のお芳……つていうのが妾さ。名前ぐらいは知
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っておいでだろう？」 『鞍馬天狗』第3巻「小鳥を飼う武士」頁47～49
上記引用中に出てくる「お龍」は鞍馬天狗の敵として書かれているが、勤王方（薩摩や鞍馬天狗）
のために運命を持て遊ばれた犠牲者の一人である。
柳橋の芸者小吉－鉄砲鍛冶の弟の行方探しを鞍馬天狗に依頼する。
書兵衛が留守をしている谷中村の隠れ家に柳橋の小吉が尋ねて来たのが、その朝であった。
これは、前の日に、鞍馬天狗の言いつけで吉兵衛が柳橋まで様子を見に来て、小吉は例の騒ぎ
でいなかったが、帰ったらと隠れ家を書き置いて来たので、おもてむき礼に来たものだったが、
鞍馬天狗が不在と知っても彼女は帰って行こうとしなかった。
「お目にかかって、お話したいことがあるんです」
と、小吉は、縁に腰をかけて、動こうとしなかった。
そういえば、乗って来た駕寵も、家がわかると、すぐに帰らせてしまったのであった。
「さあ、いつ時分、お帰りになるものか、わかりませんよ」
吉兵衛は、客がめっぽう、きれいで華やかなのに扱い方に困ったのである。
「えらく気まぐれな方なんでしてね」
「置いてくださるなら、いつまででも泊めていただいて待ちます」
と、小吉は、答えた。
「ほんとうにお目にかかって、早く、お話したいことがあるんです」
これはおそろしい昨夜の出来事のことであった。こわかったのは、もう助かったあとだからよ
いとしても、鞍馬天狗の名をかたって誘い出されたことだけでも、なんとなく小吉は知らせたい
のである。そのために自分が、どんな目にあったかは、その次のことであった。
「そうですか、では、まあ、お上がりなさいまし」
と、吉兵衛は言った。
「昨夜がおそかったので、今朝は、まだ掃除もしてありませんが」
「あら、掃除でしたら、あたしに、させてくださいよ」
「とんでもない、姐さん」
「いいえ、家の中のことをするのが、好きなんです。不意気なようですけれど、雑巾がけでも、
ちゃんと致しますよ」
口さきだけの挨拶でなかったのは、手拭を出してかいがいしく、姐さんかぶりにして、はたき
を使い出したのでも、わかった。
小吉は、留守にしろ鞍馬天狗の家に来て、中に上がるだけでも嬉しかったのである。吉兵衛と
男ばかりの家の中を、女でないと、こまかく気を働かせてできない隅々に心をくぼって、きれい
にして行くとなると、夢のような心持であった。
吉兵衛も、最初は手伝っていたが、呆れたり感心して見物する役にまわっていた。
「もう、いい加減にしましょうよ」
「まだ雑巾がけが残ってます」
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「いいや……そこまでしてくださらなくとも、あとは私がやりますから」
「いいえ、小父さん、水だけくんで来てくださいよ。井戸はどこですか」
「そんなことさせたら、姐さん、私が旦那に叱られますから」
「お天気はいいし、洗濯ぐらいして帰れるといいんですよ」
と、小吉は小まめに立ち働きながら外を眺めて言う。（略）
春の日を背に、ぬっと縁先にはいって来た鞍馬天狗は、驚いたように小吉を見て笑って立って
いた。
「行方が知れぬと聞いて心配していたひとが、とんだ場に来ておるな」
『鞍馬天狗』第6巻「雁のたより」頁260～263
三位卿の北の方－呉服問屋の娘で公卿の高倉の三位に嫁ぐ。
「これが妻だ」
うろたえたのは、客とは知らずに出た奥方でした。
「お通りください」　（略）
鞍馬天狗は、まだためらっていて、式台にていねいに坐って返事をうながしている三位卿の北
の方を見ました。目が合うと、北の方は、
「どうぞ」
と、優しく、すすめたのですが、迷惑はわかっております。重ねて辞退して帰すが、三位卿は
悪く意地を張って、是が非でも上がって酒を飲んで行けと言います。形だけでも、そうしないと、
いつまでも、際がないことのようで、鞍馬天狗も三位について入りました。（略）
居眠りでもしていたのが、起されて来たものと見えて、執事らしいよぼよぼの年寄りが、ねむ
そうな顔つきで火桶を運んで来て、置いて帰りました。壁の中から幽霊でも出て来たような印象
を与えました。やがて、酒器が出て来ましたが、これも徳利や猪口などでなく、蒔絵の盃に台が
ついているし、酒を入れて来たのは片口のような形をした爛鍋で七宝の蓋がついています。肴は、
三宝にのせて出ました。鞍馬天狗はいちいち微笑を感じます。そこへ、さきほどの奥方が出て来
ました。化粧をあらためて美しく見えたことです。夜おそく気の毒と思いました。酒つぎを取っ
て酌をしてくれる所作が、静かで何ともいえぬ優雅なところもあるが、酒は気楽に飲むものと思
くい込んでいた男には、いちいちもったいらしく行儀よく受けないと悪いようで、くすぐったい。
「この仁はな、剣を取っては、今、都で何びとも、かなわぬほど、見事な腕前のひとだそうな」
三位卿が、こう紹介すると、北の方は、静かにほほえんで、鞍馬天狗を見まもりました。疲れ
たような色が、その日をかえって深みのある美しいものにしています。
『鞍馬天狗』第8巻「女郎蜘昧」頁38～41
祇園の芸者幾松－桂小五郎の愛人、長州への密書を運ぶのを手伝う。
古い茶店がありました。その前を通りながら、ふと見ると、ぱっと華やかに明るく、白い顔が
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見え、お座敷姿のままと言ってもよい芸子が、濡羽色の髪も美しく結って休んでいるのですから、
巨＝こ立ちました。仲居らしい女が供をして、また外に駕寵をおろして人足が付いているのが、そ
の艶な姿の美人のものらしい、と見ながら、鞍馬天狗はその前を歩いて通り過ぎてから、
（あ！）
と、自分がうかっで、美人がいると見ていて顔もろくに見ないで通ったが、同志の桂小五郎の
愛人で、幾松らしかったと気がついたのでした。別れる時に、桂の口から、そんな話があったの
を、忘れていたのです。
（こいつは大しくじりだ）
と、ひとりで笑って、ひき返すと、幾枚がやさしく、睨めて待っていました。　（略）
「どうして、そんな座敷姿で、出て来たのだ？」
幾松は、黒目を明るく鞍馬天狗を見まもりました。上方言葉で、はんなりするというが、きめ
のこまかい肌に、ぼっと、目が暖かいような紅みが添って、何とも言えず、いきいきと、艶立っ
た顔色となります。見るひとの心をうっとりとさせる、ほんとうの桜の花びらの色でした。
『鞍馬天狗』第10巻「西海道中記」頁59～62
お芳－京の拘り、長州への密書を拘り取るために所司代に雇われている。
やはり寺らしい土塀のある角を通り過ぎようとして、下駄の鼻緒をなおそうとして若い女が道
端にかがんでいるのを見ました。お高祖頭巾をかぶっています。
（鼻緒が切れたのか？）
と、考えて、なにげなく覗いて見る。鼻緒は無事だったので、頭巾の陰にある女の顔を見まし
た。女の方も、顔を起してちらと差し覗いたところだったので、目が合って、急に別れました。
白く鼻筋がとおって、勝気らしい女房と見ただけで、そのあとは振り返りもしません。
女は、片足だけ脱いでいた下駄をはきながら、なお、かがんだ姿勢のまま、鞍馬天狗を見送っ
ていました。
すると、近くの軒下に立っていた男があって、ぬっと出て来て、
「今のだ」
と、声をかけました。
女は、身を起すと、
「そうだと、すぐわかった」
と、その間に遠ざかって行く鞍馬天狗の後ろ姿から目を離して笑います。えくぼが出来て、き
れいな顔ですが、はしこそうで、負けない気性らしい。
「いい男前だねえ」　　　　　　　　　　　　　　『鞍馬天狗』第10巻「西海道中記」頁9
「待てよ」
と、鞍馬天狗もさぐるような日の色でお芳を見まもりました。
「お前さんは、西の宮で幾枚の危いところを助けてくれている。あれは、どういうつもりだっ
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た？」
「存じませぬ」
「が、知らぬと言って、上役人を前においてあんな危いことをして」
「それは」
と、顔を上げて、かすかに白い歯を見せて笑ってから、
「あのお役人さんに命令づくで、使われているのが、忌々しかったからでしょう。自分で取りた
いものなら、取る気にもなったのでしょうが、……幾松さんのようなおとなしい方が、見てい
てお気の毒に思われました」
「が、遂に、小野村から盗み取った。そして、そのあとで、私のところへ返しに来る。変わった
ひとだね。しかし、これには文句なしに礼を言わねばならぬ」
「…………」
「実は、私は小野村をここに呼んで船に乗せるつもりで、人を傍にやって、待っていたところな
のだ。この封じ文が、ここしばらく大切で、敵の手に渡したくなかった。敵側にいたお前さんの
お蔭だな。これで、今夜の船に乗って、大安心の気拝で出かけることができる」
「…………」
「お前さんはどうするのだ？難儀がかかるようなら、私が誰かに頼んでかくまってやろう。尋
常では、すむまい。この文を手に入れたことを、岡倉などが承知なら、あとがうるさい。にくま
れもしよう。何か思案があるのか？」
「船でお連れくださいまし」
と、抑えていた感情が、堰を切って、ほとばしり出たように、お芳は日を輝かして言い出しま
した。
「どこか途中の海にお捨てくだきっても結構ですから、あの人たちから逃げさせてくださいまし」
そう言ってしまった嬉しさが、急に恐怖と入りまじっていました。言いようのない真剣な顔色
でいます。
「よかろう」
と、男らしい声が、はっきりと答えました。
「先に行って船に隠れているのだな。話の様子ではまだ何が降って湧いて来るか判らぬ。夕方に
なると、風が出て、船が出帆できようとのことだった。それまでは油断ならぬ。私も覚悟して待
っていたところだ。実に思いがけなく、恩になったな。あり得ぬことで、夢のような思いでいる。
それだけ助かったのだ」　　　　　　　　　　　『鞍馬天狗』第10巻「西海道中記」頁147～149
花売りの女－時代は維新になっている。ここに引用できなかったが、役人に追われている鞍馬天
狗を匿う場面（4）は泉鏡花（1873－1939）の『高野聖』（1900）の描写を思い出させる。
言葉が切れて、そのまま黙って歩いていたが、二人の目が偶然に、同時に、道の行く手から来
る若い女の顔にひきつけられた。美人だった。桔梗や野菊などを、寵に入れて背負って、紺がす
りに手甲、脚絆、ただの花売りの女なのだが、手拭をかぶった陰にある日が黒く大きく。
108
「ほう」
と、鞍馬天狗が、
「吉兵衛、見たか？　可憐だな」
「へえ。あれアただの花屋でございますか。まさか無禄移住のお旗本のお嬢さまじゃございます
まいね。江戸だったら、これは町内の騒ぎだ。府中は、やはり、のんびりしております」
『鞍馬天狗』第10巻「海道記」頁255～256
とても魅力的だが、最後には自害してしまう女性を二人あげる。
八丁礫のお喜代－恋人が新撰組に入り勤王の武士を暗殺するために上洛したので、百発百中の
礫を投げて新撰組の配下で働いた。その礫のために鞍馬天狗も命をとられたかと思われたが奇跡的に
助かる。恋人の死と自分・の犯した罪を思い、失意のお喜代が琵琶湖に身を投げるところを鞍馬天狗に
救われて尼寺に入る。だが、鞍馬天狗を助けようとして自害する。
「おたのみもうします」
珍しや、この山家の柴の扉をたたいて案内を乞う女の声、小野宗房は、読みきしの書を伏せて、
聞耳をたてた。
真夏の正午は死んだように静か。庭前の棟の老樹がもの憂げに身を揺することに、そのうっそう
と冠った繁り枝の、一乗一乗のささやきさえが耳に入るほどである。
「おたのみもうします」
宗房が狐の仕業かと思った途端にさらにはっきりと声が聞えた。
「どおれ」
宗房は縁に立って、名ばかりの門の方を見た。
降る日射すら山の緑に色を染むる。眺めの及ぶかぎり緑を漂わせた世界に、あたかも大海原が
とらえた月影のようにほんのり白い顔がこちらを見て微笑んだ。
「小野宗房でござる。何誰でござるかな」
「ちとお願い申したいことがあって……」
「この宗房に？」
「さようでございます」
「ともあれ、これへ！」
「はい。……」
妖しく美しい女性は扉を押して庭へはいる。その優しい指の下で、朽ちた扉も情ありげに身を
揺すった。
七月の庭に立った女の姿は、満開の牡丹の、指を触れなばはらりと崩れんばかり艶やかな風情。
日ざかりの道を歩んで来たせいか汗ばんだ肌からたつ香りは、山を満たして燃える緑の若葉の香
りよりもさらに強い。
「まず、まず、これへ！」
座敷に招じ入れながら、宗房鋭い目を放って、この美しい客の姿を見た。
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（何者であろう？高家の姫としては気品に欠ける。普通の町家の女房としてはあまりに艶やか？）
（いずれにしても曲者、またその用向きはなにごとであろう？）
宗房、畳三尺を隔てて対い合って座を占めてから、改めて尋ねる。（略）
「あの……こちらは鞍馬様を御存じでござりましょう……」
「いかにも鞍馬氏は存じているが……」
「実は……」
女はさらに羞かしげに面をそむける。
「鞍馬様のことで貴卿様に・…‥お願いしたいことがございまして‥・・‥」
「ふむ、鞍馬氏のことで某にとな？……してその願いとは？」
美しい顔にさっと紅葉が散る。と、にわかに袖で顔を隠して僻伏せになった。透きとおるよう
に白い頚筋を血が昇って行くのが見える。
「これはしたり。なにごとでござる」
宗房は、思わずとがめるように言ったが、まったく驚いたのである。その驚きがようやく鎮ま
って来ると、宗房は、この女の願いというのを悟って、苦笑した。そして、なかば冗談のように
訊いた。
「口で申されぬのは・…‥某に恋の仲立をせいと仰せられるか……」
「……はい……」
女の口からはほとんど必死の返事が洩れて来た。（略）
きれいに結った髪が艶めかしく横に揺れた。
『鞍馬天狗』第1巻　「鬼面の女」　‘女郎蜘昧’　頁83－86
やがて蹴上に出た。この街道筋でかつて鞍馬天狗に礫を投げて殺したことを思い出すと、暗い
気持に襲われた。我ながら犯した罪が恐ろしい。ただ何事も愛欲の迷いのゆえだったのではないか？
攻の多い道をとぼとぼと頭をうなだれて行くお喜代の姿は、しょんぼりと寂しく見えた。すれ
違う人の顔も日に入らなかった。
そのお喜代の後から、頭巾を被った一人の武士が注意深く後を追った。
「こりゃ待て。短慮致すな！」
お喜代が琵琶湖の水に身を投げようとするのを見て、突然飛び出して抱き止めたのは最前の武
士。
「いえ、いえ。お情でございます。どうぞお放し下さいませ」
お喜代が必死にもがくのを男の力で地に抑えつけてから、武士は優しく言った。
「いや。お女中、気を鎮められい。最前からどうも様子が不思議と思って後をつけて来た者じゃ。
血の気の多い女子のこと。死なねばならぬと一時に思い込むようなこともあろうが、話によって
はどうとでも相談に乗らぬものでもない。さ、さ、その理由を聞かせてはどうじゃ」
お喜代はただ正体もなくよよと泣き崩れた。
小半刻もしてから、二人は湖に臨んだ茶屋の離れ座敷で向い合って坐っていた。お喜代は切な
い思いで、これまでのことをあますことなく物語った。
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「……なんだか、これまで悪い夢を見て来たような気が致しまする。それはそれといたしまし
て、呪われて恋に逆上して、別に怨みもない人様の生命を取ってまいりましたことが、つくづく
恐うしく、心の苛責に耐えかねて一途に死のうと存じたのでございます」
屋内にはいってからも、まだ頭巾を真深く被ったままでいた武士は感嘆したように膝を打った。
「見上げたお心じゃ。失礼ながら感心致した。しかしながら、その昔息を絶っために自害なきろ
うとするのは、いささか早計じゃ。なるほど死は御身の罪のすべてを償い、心の苛責をぬぐうか
も知れぬ。が、それはいわば得手勝手じゃ。御身の過去の罪業によって非業の死を遂げた人々の
冥福はなんとなさる？死ぬるよりも存らえていて、あくまで心の苛責を受けるのが当然じゃ。
解脱にいたる道は、苦息を除いて他にござらぬ」
荘重な言葉の一旬一句が、秋の日射のように鋭くお喜代の胸を刺した。鋭いが明るい。うら寒
いなかにも和やかな明るみが、お喜代の心を浸した。
「わかりました。わかりましてございます……」
お喜代はさらに涙にかきくれた。
「それでよい。それでよい。必ず短慮なことをせらるるな」
武士は安心したようにこう言いながら席を立ってそのまま帰ろうとした。
お喜代は驚いて袖をとどめた。
「お願いでございまする。どうぞお名前を聞かせて下さいませ・・…・」
「拙者の名といわるるか？お喜代どの、拙者をお忘れかな」
ぱらりと頭巾を脱げば、忘れもしない鞍馬天狗の顔。
「あっ！」
お喜代が覚えず叫ぶのを、抑えるように凛とした声で言った。
「仏道に入るお喜代どのに冥福を祈ってもらいたい一人じゃ」
『鞍馬天狗』第1巻　「鬼面の女」　‘女郎蜘昧’　頁107～109
柳橋の芸者粂次一川崎の大師詣でに行く途中で俄乞食の集団に襲われているところを乞食に身
をやつした鞍馬天狗に助けられる。まず、粂次がい組の仁書を案内に川崎の大師詣でに行く途中の描
写を引用する。
「姐さん」
「なにさ？」
「この朝の海の眺めはひとしおですぜ。昇る朝日の燃えさかる光を背に、安房、上総の山々がず
っと一刷毛で描き出された按配などア、これア柳橋でも見られない景色。どうです、駕寵を降り
て少しお歩きなすっては？」
大師詣での供に連れて出た、い組の仁吉がこういうのを聞くと、駕寵に揺られてとろとろと、
未明川崎の宿を出てまだ見知らぬ夢のなごりを見るとなく見ていた柳僑の粂次。
「そう。……じゃあ……」
と、垂れを上げて、地に並べる吾妻下駄、意気を誇りの素足をのべ、
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「ほんとうに、まア……」
と、翠の眉をあげる。さす潮になみなみ漂う水、波ひとつ寄らぬ水鏡の面には、朝日に染まる
浮雲のひとつひとつをとらえて、塩を含んだ風のひんやり白い襟足を撫で花色の裾裏ひるがえす
も、微酔の身には嬉しかった。
「あれが安房、上総？」
と、白魚の指をのぼせば、
「御意、江戸紫の鉢巻に髪はなまじめ、はけ先の間から覗いて見ろ、安房、上絵が浮き絵のよう
に見えるわッて奴でさア」　　　　　　　　　　　『鞍馬天狗』第2巻「御用盗異聞」頁32～33
次に、俄乞食の集団に襲われているところを乞食に身をやつした鞍馬天狗に助けられた後の様子
を引用する。
「おや、仁吉さん、あの方は？」
後れ毛をかき上げて、乱れた襟を直してから艶やかな姿で近寄って来た粂次は、駆けて行く鞍
馬天狗の後ろ姿を見送って、こう言った。
「へい、いやにあっさりした乞食でね。なにかいそがしい用があるとかで、いくら待てって言っ
ても、きかねえで帰って行ってしまいましたよ」
「いけない、仁吉さん、このままあの人を帰しては。あの方ったら私に一言もおっしゃらない
で……」
粂次の言葉は、かなりきつかったが、それでいてなんとなくたゆたゆした響を含んでいた。
「私も口を酸ッぱくして言ったンですがね。妙な乞食だ。乞食は乞食らしくしてくれねえと、こ
っちの胸糞が悪い。だが、あれだけ働いて、おまけに肩に血の出るような怪我をしておきながら、
礼なんかアいらねえとは、乞食にア出来すぎたきれいな腹だ。ああわかった」
「どうさ？」
「あいつア、江戸ッ児の乞食だ」
「あれさ、冗談を言っているときじゃないよ。なんでも、いまの人を早く追いかけてくれなくて
は……」
「合点だ……と言いてえが、なにしろひどく撲られたもんで、姐さん、追っかける役だけは願
い下げだ。おおさ、私のいねえ間にさっきの奴がひっかえして来ねえとも限らねえ。それに、こ
れから行ったところで追いつきっこはないんだから……」
と、いうのを、こちらはじれて、
「いいよ、もう頼まない。そんなこって薩摩っぼうとの戦になったら、どうする気だえ。‥日‥
でも仁吉さん、いまの方のお名前ぐらい伺っといたろうね？」
「へえ……姐さん、いやに……」
と、なにげなく半分までいって、ふと粂次の顔を見ると、ぼっと耳たほまで赤くしていたので、
「ふ・‥‥・うむ…‥・‥・」
「あれ、いやな仁書さん、なにがふうむさ」
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みずから花冠の重味に揺れる寒牡丹のように羞かしげに身を揺すった。
いよいよ本物だぞと、い組がくすぐったい気拝で、
「よござんす。い組の仁吉が引受けたんだ。親船へ乗った気で待っていておくんなさい。きっと
いまの大将は捜し出して来るから。なあにさ、おやすい御用だ、そのへんの橋の下か蒲鉾小屋を
見てまわれアいいんだから……おっと、こいつア、言い過ぎたか！……」
と、剰軽に掻く頭。
粂次は、憎らしいというように仁書を脱みながら、うっとりと目を細くして、処女のように
初々しく頬笑んだ。平常の男まきりの気性とは、うって変わった、珍しいことである。
『鞍馬天狗』第2巻「御用盗異聞」頁42～44
ちゃきちゃきの江戸っ子芸者粂次は乞食の鞍馬天狗に並々ならぬ好意を持ってしまうが、作者大彿
次郎は鞍馬天狗に次の様に言わしめ距離を置いている。
その間にも粂次は、なにか、言おう言おうとしていることがあるらしかった。鞍馬天狗、打物
を取っては一騎当千の強者ながら、このときは粂次の宋唇からある言葉が洩れて来るのを恐れて
いた。元来強いばかりが男でない。ごく根本の信念の問題については、どこまでも所信を柾げず
強く主張することはあっても、その他のどっちでもいいような問題に触れては、相手の感情を相
当尊敬してかかる優しい心ばえが、かねてから剛直な性格の一面にある。それに加えて、寧日な
く国事に奮闘して来た加減もあろう。これまで女と自分とを結んで考えたことがない。どんな女
に会っても、水のように惜淡とした気持で対して来た。粂次に対しても同じことだ。江戸下りの
途中ふとした縁で、粂次を助けた。粂次が自分を手あつく世話してくれるのは、そのときの恩返
しの心持と、江戸前の姐さん気質のさせたことだとばかり思っていた。ところが、とんだことだ。
粂次は自分を慕っている。その心の内は十分に察してはいるが、天下を色女に持った気でいる自
分だ。重々気の毒だとは思うし、また卑怯と思われても仕方がないが、当分その間題に触れたく
ない。その考えがあるから、無情のようで、西国屋の言った言葉の意味が通じていないように装
っている。それを、粂次の口から面と向って言われては困るのである。どう考えても、粂次が言
い出す前に三十六計の奥の手を出すより他はないような気がした。
『鞍馬天狗』第2巻「御用盗異聞」頁225
巻の最後に、粂次を騙し鞍馬天狗を火薬を仕掛けた船に乗せ、爆破させた西国屋紋兵衛と新上絵の
女将は粂次に出刃包丁で刺し殺される。粂次自身も柳橋の法に従い自害する。粂次は『鞍馬天狗』の
中で本当に魅力ある女性に描かれている。だが、大彿次郎は敵味方の区別無しに魅力的な女性に対し
て、より悲しい別れを設定した。
結語
鞍馬天狗の初登場の場面、異名、リベラリズム、魅力ある女性と述べてきた。鞍馬天狗が幅広い年
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齢層に指示されてきた所以は、リベラルな精神に裏付けられた言動であろう。鞍馬天狗は、「徳川三
百年の恩義を思い、くずれようとして行く幕府のために必死に働いている新選組、見廻組などの幕府
配下の者は、まだしも敵ながら愛すべきものがある」（5）と言っている。新撰組や見廻組は敵ではあっ
たが、憎むべき相手ではなかった。鞍馬天狗の憎んだ本当の敵は、主義主張もなく人の命を奪う山獄
党やただ利益の為に外国に日本国を売り渡すような人々であった。鞍馬天狗は薩摩や長州と協力して
幕府を倒し新しい政府を作ったが、自分の立場を「遊軍」（6）と称して、新しい政府には加わらなかっ
た。読者が鞍馬天狗に共感を持つ点は、「いつの時代が来ても、権力を握っているものに反対するの
が白の選んだ立場である」という考えと行動にある。それが鞍馬天狗の行動するリベラリスト或は革
命家としての信条である。大彿次郎は鞍馬天狗という虚構のアイドルを登場させ、維新という動乱期
を生き抜く理想を措いた。登場人物には鞍馬天狗の味方の女性、新撰組配下の敵方の女性等、敵味方
の立場はあるが常に魅力ある女性を登場させ、一般庶民の心を代弁させている。立場の違いにより命
のやり取りをしているにも関わらず、鞍馬天狗の言動に感化されてゆく女性が多い。特に、八丁礫の
お喜代と柳橋の芸者粂次は最後に自害している。これは鞍馬天狗に恋や愛を受け入れることを許さな
いで、自由人（遊軍の人）として鞍馬天狗を活躍させ、『鞍馬天狗』を書き続ける大備次郎の手法で
あった。
この小論ではパリ・コミューンを追求した労作『パリ燃ゆ』（7）、幕末から明治にかけての激動の時
代を豊富な資料にもとづきながら多角的にとらえた史伝『天皇の世紀』（8）等に触れられなかったが、
大彿次郎の言いたいことは『鞍馬天狗』に集約されていると言って過言はない。大きく時代が変化す
る時に『鞍馬天狗』は読まれ、読者の指針となるべき本である。鞍馬天狗の言動は全て『鞍馬天狗』
の著者大彿次郎に重なることを述べて結論とする。
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